
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

食
品
添
加
物
は
、
指
定
添
加
物
（
化
学
合
成
添
加
物
）

と
、
天
然
物
か
ら
抽
出
・
分
離
さ
れ
た
既
存
添
加
物
（
天

然
添
加
物
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

 

化
学
的
に
合
成
さ
れ
た
添
加
物
よ
り
、
天
然
の
添
加
物

の
ほ
う
が
体
に
良
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
実
際
は
ど
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

天
然
添
加
物
に
は
、
天
然
着
色
料
・
天
然
糊
料
・
天
然

甘
味
料
・
天
然
酸
化
防
止
剤
・
天
然
酸
味
料
・
天
然
着
香

料
な
ど
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
加
工
食
品
に
多
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

 

こ
れ
ら
の
天
然
添
加
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
植
物
の
花
、

実
、
種
子
や
樹
皮
、
樹
液
な
ど
を
原
料
と
し
た
も
の
が
多

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
昆
虫
の
成
分
か
ら

抽
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

天
然
添
加
物
の
ほ
う
が
安
全
？ 

食
の
安
全 

食
品
添
加
物 

Ｖ
Ｏ
Ｌ 

４ 

過
去
に
登
録
さ
れ
て
、
そ
の
後
削
除
さ
れ
た
添
加
物
の

中
に
は
、
使
用
頻
度
が
少
な
く
な
っ
て
消
え
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
甘
味
料
チ
ク
ロ
や
殺
菌
剤
Ａ
Ｆ
２
の
よ
う
に
、

発
ガ
ン
性
が
指
摘
さ
れ
て
削
除
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
あ
る
日
突
然
使

用
禁
止
に
な
る
の
で
す
。
最
近
で
は
２
０
０
５
年
に
、
セ

イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
の
根
か
ら
抽
出
し
た
、
ア
カ
ネ
色
素
に
発

ガ
ン
性
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
削
除
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

反
対
に
一
度
削
除
さ
れ
な
が
ら
、
復
活
し
た
添
加
物
も

あ
り
ま
す
。
甘
味
料
の
サ
ッ
カ
リ
ン
は
、
１
９
７
３
年
に

禁
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
試
験
で
発
ガ
ン
性
が

否
定
さ
れ
て
、
一
定
量
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
今
後
も
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
て
、
削
除
さ
れ

る
添
加
物
が
出
る
可
能
性
は
、
誰
に
も
否
定
で
き
な
い
の

で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
次
号
に
続
く
】 

 

※
水
分
補
給
は
体
内
浄
化
（
デ
ト
ッ
ク
ス
）
の
第
一
歩
で
す
。
有
害
物
質
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し
て
い
る
と
、
よ
り
体
内
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
良
い
水
と
サ
ン
ゴ
の
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
有
害
物
質
の
排
泄
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。 

５
月
号
で
、
紹
介
し
た
ロ
ー
ス
ハ
ム
に
入
っ
て
い
た
着

色
料
コ
チ
ニ
ー
ル
は
、
南
米
に
生
息
す
る
エ
ン
ジ
虫
（
コ

チ
ニ
ー
ル
虫
）
を
乾
燥
さ
せ
て
腹
部
か
ら
カ
ル
ミ
ン
酸
と

い
う
色
素
を
抽
出
し
た
も
の
で
す
。 

  

同
じ
く
ラ
ッ
ク
（
ラ
ッ
カ
イ
ン
酸
）
は
東
南
ア
ジ
ア
に

生
息
す
る
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
を
利
用
し
た
色
素
で
す
。 

 

 

両
方
と
も
酸
性
で
は
だ
い
だ
い
色
、
中
性
で
は
赤
色
、

ア
ル
カ
リ
性
で
は
赤
紫
色
に
な
る
こ
と
か
ら
、
菓
子
・
清

涼
飲
料
・
リ
キ
ュ
ー
ル
・
食
肉
加
工
品
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

も
の
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
９
９
５
年
の
食
品
衛
生
法
の
改
正
で
、
新
規
で
登
録

す
る
添
加
物
は
天
然
由
来
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
化
学
合

成
品
と
同
様
に
許
可
を
受
け
た
後
、
指
定
添
加
物
と
し
て

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
流
通
・
販
売
し
て
い
た
天
然
添

加
物
は
「
既
存
添
加
物
名
簿
」
に
収
録
さ
れ
て
、
そ
の
ま

ま
使
用
し
て
も
良
い
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

長
い
間
使
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

安
全
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
そ
の
理

由
で
す
が
、
規
制
を
受
け
な
い
特

別
扱
い
の
添
加
物
に
記
載
さ
れ
た

こ
と
で
、
中
に
は
安
全
性
の
確
認

が
慎
重
に
お
こ
な
わ
れ
な
い
ま
ま
、

使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

上
／
白
い
点
が
、
サ
ボ
テ
ン
に
寄

生
し
た
エ
ン
ジ
虫
。 

右
／
潰
す
と
赤
い
色
素
が
で
る
。

上
／
「
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
」
の
メ
ス
が
分
泌
す
る
樹

脂
状
物
質
が
枝
に
付
い
た

も
の
。
煮
出
す
と
色
素
が
溶

け
出
て
、
後
に
褐
色
の
天
然

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂
「
シ
ェ

ラ
ッ
ク
」
が
で
き
る
。 

右
／
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ

の
根
に
赤
色
色
素
の
ア

リ
ザ
リ
ン
が
含
ま
れ
て

い
る
。
古
く
か
ら
染
料

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

て
、
古
事
記
に
も
名
前

が
出
て
く
る
。 

コ
チ
ニ
ー
ル
色
素
／
古
来
イ
ン
カ
帝
国
の
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
着
色

料
。
熱
や
光
に
対
し
て
強
く
、
現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
諸
国
な
ど
多
く

の
国
で
食
品
の
着
色
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ラ
ッ
ク
（
ラ
ッ
カ
イ
ン
酸
）
／
紀
元
前
２
０
０
０
年
に
中
国
で
使
用
。
現
在

は
化
粧
品
な
ど
に
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
色
素
を
煮
出
し
た

後
に
で
き
る
シ
ェ
ラ
ッ
ク
は
漢
方
薬
で
は
「
紫
梗
（
し
こ
う
）
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
錠
剤
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
。 セイヨウアカネ 

ラックカイガラムシのメス 


